
別紙４ いじめの予防

場面 予防的な取組

ＱーＵ ・教師間での共通理解

・要支援群の把握

・子どもの見合った声がけ

・集団作りの見直し

こな ・２週間に一度行い、変容や変化を察知する。

アンケート ・子どもの話を聞く。

・アンケートで変化の見られた子どもを特に観察する。

・教員間で、情報交換をする。（掃除、クラブ、委員会、部活動等）

おしゃべり ・アンケートをもとに話を聞く。

ウィーク ・人間関係を把握する。

・子どもの気持ちを引き出す。

・めあて（目標）作りをする。

・夢を持たせる。

緊急時の組織的対応 ※事実を時系列で記録に残す

情報の共有

日常の指導・体制の充実 対応の継続

担任 その他 （様子がおかしい）

生徒指導主任 教頭 校長

いじめ認知

いじめ（防止）対策委員会

校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、学年主任、担任、

道徳主任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭等

◇いじめ認知報告

◇調査方針・方法等の決定

（目的、優先順位、担当者、期日等）

調査・事実関係の把握

◇指導方針の決定、指導体制の確立

（指導・支援の対象、具体的な手立て）

・特定（被害児童・保護者、加害児童・保護者）→懲戒等

・一部（傍観者等）

・全体（全校、学年、学級）

いじめ解決への指導・支援

継続指導・経過観察

◇事態収束の判断

被害児童がいじめの解消を自覚し、関係児童同士が良好な関係へ。

関係機関

・教育委員会

・警察

・福祉関係

・医療関係

職員会議等保護者

地域

民生委員


